平成27年度鶴岡市立図書館協議会　会議録
○日　　時　　　平成27年10月6日(火) 午前10時30分～
○会　　場　　　鶴岡市立図書館本館講座室
○出席委員　　　宮島昭子委員　樋渡美智子委員　笹山一夫委員　井上裕子委員

　　　　　　　　成田　勇委員　金子洋子委員　　三浦洋介委員　村山正憲委員

　　　　　　　　安藤幸子委員　鈴木邦委員　　　伊藤克弘委員　鈴木和子委員

○職　　員　　　館長：佐藤　巖　　　館長補佐　　：小野寺　喜好

　　　　　　　　主査：新宮　久美　　社会教育課長：佐藤　正哉

○公開・非公開の別　　公開
　　　　　　　　　　　
1． 開　　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長補佐
2． 委嘱状交付

3． あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館　長
4． 協　　議

（1） 図書館協議会委員長、副委員長の選出について

　事務局案：　　委員長　　樋渡　美智子　氏

副委員長　金子　洋子　氏

(2)  委員長、副委員長 あいさつ

(3)　 平成26年度図書館事業報告（要覧ｐ９～ｐ11･26）　〈説明　館長補佐　〉

　　　　　事業内容や実動数・参加者等を報告　　　　

　　　　

(4)　平成27年度図書館重点施策と主要事業について（要覧ｐ8･27～ｐ33）
〈説明　館長〉

　　　　重点施策　：開館100周年事業のこと

(5)　鶴岡市子ども読書活動推進計画について　　　　　　　　　　〈説明　館長〉

　　　　今年4月より施行・推進

５．　その他

（１）山形県図書館研究大会について
　　　　開催月日：平成２７年10月19日(月)　会場：中山町中央公民館

　　質　疑　

（3） 平成26年度図書館事業報告　
（委　員）　 ブックスタートについて　事業報告にはおすすめ本の紹介とあるが、プレゼントはしてないのか
（新　宮）　7か月検診の時におすすめ本を紹介して1冊選んでいただきプレゼントしている
（委員長）　温海分館の図書の整備や貸出が充実しているようにみうけられた
（館　長）　分館の体制がそれぞれであり、管理者の考えなどもある

　　　　　　勤務する職員は、嘱託・臨時・委託と様々であるが本館の正職員が各分館の担当となり相談しながら業務をこなしている。

本館のキャパスティは駐車場などの関係からもなかなかこれ以上はというところもあり分館の来訪者・貸出をふやしていきたいと考えている
　　　　　　本館と分館との連携を強くし、情報共有や本の回送を多く・速やかにしていきたい

(委　員)　　藤島分館は明治記念館が併設されており、2階の明治ホールで催し物があるとかなりの音が響いているようだが、図書館としてはいかがなものかと思っている

（委　員） 　図書館に司書資格のある方はどのくらいいいるのか

(館　長)　現在分館では司書資格のある方を募集しているので、各分館に一人ずつは司書がいる

　　　　　本館は正職員は司書資格のあるものが２名・嘱託・臨時が５名いる

（委　員） 羽黒分館は現在シルバー人材センターに委託の形をとっているが、利用拡大の努力はしてくれているようだ
羽黒地区では学校図書館が充実しているので子どもの分館利用は少ない
小学校に移動図書館の利用や団体貸出はしているようだ

〈委　員〉　温海・藤島・朝日分館の職員が２人体制になっているが今後の成り行きを注目していきたい
（委員長）　社会教育課長に質問したい
　　　　　　図書館の図書購入費が全国平均の４９％ということであるが、鶴岡市の財政　　　　

　　　　　　が全般的に縮小されているのか
（社会教育課長）
　　　　　　市全体の予算が縮小されており図書館だけが例外というわけではない
　　　　　　市としてはメリハリをつけた予算配分になっている

　　　　　　経費削減は求められていて充分な予算とはいえないことは認識している

図書の選定やその他で工夫をしているようなので担当課としては 今後も

予算要求はしていく
（委　員）　館長に質問がある
　　　　　　合併後の図書館はどこに所属しているのか
（館　長）　予算に関することは８ページに記載してあるが、図書館は図書館単独で
　　　　　　予算を持っている。分館においても公民館やふれあいセンターの中に入っていても図書館枠の予算で執行している。指示命令も図書館本館と直結運営である。
予算の総額が増えているが、これは施設の老朽化に伴い修繕費等維持管理費が多く付いている。
（４）平成27年度図書館重点施策と主要事業について
(委員長)　　重点施策についてのご意見や付け加える点などあればよろしく
　　　　

(委　員)　 　多くの市民から利用してもらうには、物理的な量を増やすことが必要と思わ

れる
(委　員)　　幼稚園での取り組みについて いつも図書館を利用させていただいている 
           本の貸出や読み聞かせ、移動図書館の利用など保護者も巻き込んだ活動をして

いるが、ほかの園でどのような活動をしているのか情報交換ができればと考え

ている。　

（委員長）　時代に対応する図書館活動を考えていく時が来ているのだと感じた。

　　　　　　子どもどうしで情報交換をして読書を盛り上げる、図書館を盛り上げる、読書推進を自分達で自発的にできるようになれば良いなと思う。

(委　員)　 　小学校の教科書がかわったので紹介図書を購入しようとしたら品切れであっ
　　　　　　た、そんな時に図書館で借りて紹介できれば学校との連携ができるし温海分館

としての貸出増にも繋がるのではないか。
地域への読み聞かせボランティアもしているが、場所を変え弱いところを強化していくことで本の楽しさを伝え広げ本の貸出にも貢献していければと思い活動してる。
（５）鶴岡市子ども読書活動推進計画について

（委員長）　昨年度大変頑張って作業したものが冊子となって出来上がった。
　　　　　　

（館　長）　学校と市立図書館との繋がりについて説明したい。
　　　　　　現在、図書館には学校図書館支援員を１名配置し希望に基づいて日程調整し
　　　　　　支援に出向いている

　　　　　　各学校から要望が多く平成２６年度は１０８日稼働した
　　　　　　平成２７年度は鶴岡市子ども読書活動推進計画をどのように進めていくかに　　

　　　　　　ついての資料を別紙に添付している
　　　　　　

（委　員）　　読書推進活動情報の共有でアンケート調査をするということだがその結果については各学校にぜひお知らせ願いたい
（館　長）　はい　委員にだけではなくアンケートのお答えいただいた皆さまに報告の予定である

（委　員）　幼児や小学生の低学年は一人では図書館に来られないから、親の意識がないと

　　　　　　図書館には来ない

　　　　　　館内のおはなし会は対象者が低年齢化している

　　　　　　本を読む機会は学校にいる間は先生方が指導しているので増えていると思う
　　　　　　本を差し出す側としてはよい本を紹介できるように勉強をしなくてはならないと感じている

　　　　　　図書館で良い講師を呼んで講座を開催してもらいレベルアップしていきたい

（委　員）　老人施設で対面朗読をしているが、たまに小さい子を一緒に連れて行くと入所
者がすごく喜ぶ
　　　　　　異年齢との交流は双方にこうかがあるようだ
　　　　　　目の不自由な方への朗読ボランティアも図書館でしているが相手に方に学ぶことが多くあり、意義のあることだと思っている
　　　　　　幼い時・若い時の記憶は年をとってからもよみがえることが老人施設を訪問して実感しているので、小さいうちに読書習慣をつけておくのは大事なことだと強く感じる
　　　　　

　　　　　
（委　員）　小学校までは学校図書館で借りているようだが、本を読まない中高生や大人を

どう引き寄せるのかが課題と思われる

当図書館は、デジタル化やヤングアダルトの充実など進化していると感じるが

　　　　　　今の時代に合わせて努力して行って欲しい

　　　　　　活字離れは憂慮すべきことであるが、15歳で読書脳ができるといわれている

たゆまぬ読書推進をしてゆく必要がある
　　　　　　

(副委員長)　今年は100周年で多くの事業があり、図書館のみなさん頑張っていると思う

　　　　　　また、ヤングアダルトコーナーを分館に設営したり、読書活動推進計画に沿っ

た事業を着々と行っているのは 昨年度の課題をふまえての事と思うが大したことと感じている
100周年事業もまだ盛りだくさんにあるようなので 皆さんで力を合わせて頑張って欲しい

（館長）　　皆様にご意見いただいたことを今後の図書館運営に事業に反映させていきたい

　　　　 　また、不足な点についてはどしどしご意見をいただきたい。

(委員長)　　貴重な意見をありがとうございました
　　　　
 (5)　その他

　　
５．その他　　山形県図書館大会が10月19日（月）中山町「ほんわ館」であります。
午前9時出発ですのでよろしくお願いします。

６．閉会
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